














































































（4）　Ganz-Blättler, U., Andacht und Abenteuer : Berichte europäischer Jerusalem- und Santiago-Pilger （1320-
































（7）　拙稿「後期十字軍再考（1）」12～28頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（3）」55～70頁 ;「後期十字軍再
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（13）　1, S. 415, 421.
（14）　6, p. 67.
（15）　12, fol. 190a. なお，11の記述では，同行者 9人・シュヴァーベン伯と随行団 10人・フランケン地
方からやって来た集団 6人・その他ネーデルラント人やスペイン人などからなる 28人の計 53人と
なっており，13の記述では合計 63人となっている。11, S. 193 f. ; 13, S. 399-401, 405.
（16）　17, fol. Bir. なお，聖地までは 17と同行した 18は，巡礼者の総計を 60人と数え，その内訳をドイ
ツ中南部から 7人，ホラントから 6人，フランドルから 6人，ブラバントから 7人，イタリアから
4人，修道士 15人，司教 1人とする。18, S. 15-18.
（17）　7, fol. 1 f. ; 9, S. 466, 468.




















者たちも共有していた，というわけではない。依然として「ムハンマドの法」la loi de 
Mahometの支配下に置かれた聖地への旅は，「非常に無謀で」bien téméraire「とても長く







（20）　料金設定およびその徴収方法については，1, S. 415 ; 2, S. 749 ; 3, p. 77 ; 6, p. 10 ; 7, fol. 1 f., 8 f. ; 8, S. 
510 ; 11, S. 192 ; 12, fol. 191a-192a, 196a ; 13, S. 401 f. ; 14, S. 425 ; 17, fol. Cil, Ccil ; 18, S. 18 ; 23, S. 






（25）　19, p. 8 f., 47 ; 20, p. 47.
（26）　19, p. 41, 44.
（27）　5, p. 32 f.
























（30）　2, S. 750 ; 4, p. 9 ; 6, p. 18 ; 21, S. 115.
（31）　2, S. 750 f.
（32）　5, p. 376.
（33）　4, p. 9.
（34）　2, S. 750 ; 5, p. 41 f. ; 12, fol. 208b f. ; 24, S. 456.
（35）　5, p. 40. 
（36）　3, p. 77 ; 4, p. 5 ; 5, p. 43 ; 7, fol. 125 ; 9, S. 506 ; 11, S. 195 ; 12, fol. 192b ; 13, S. 403, 434. 唯一 21のみ
が，ヴェネツィアと友好関係にあるラグーザがオスマン帝国に抵抗していた，との見方をしている。
21, S. 116.
（37）　3, p. 80 ; 13, S. 434.
（38）　3, p. 103 ; 4, p. 5 ; 6, p. 18 ; 10, fol. 14 ; 12, fol. 192b, 208a ; 18, S. 21. 
（39）　3, p. 81 ; 5, p. 47 f. ; 10, fol. 14, 16 f. 
（40）　5, p. 49, 410 ; 6, p. 19.
（41）　3, p. 81 ; 5, p. 50 ; 11, S. 195 ; 12, fol. 208a.
（42）　3, p. 83.


























（44）　2, S. 750 ; 3, p. 101 ; 7, fol. 5 f. ; 9, S. 467 ; 10, fol. 20 ; 11, S. 214 ; 12, fol. 192b f., 207a-208a ; 13, S. 432 
f. ; 17, fol. Cil ; 21, S. 3, 113.
（45）　19, pp. 60-65.
（46）　4, p. 7 ; 5, p. 398 ; 13, S. 404. 
（47）　3, p. 85 ; 5, p. 62, 68 ; 6, p. 23 ; 10, fol. 54 f., 67, 518 ; 13, S. 404 ; 15, fol. 6b ; 16, p. 102, 104 f. ; 18, S. 
24 ; 19, p. 69 ; 24, S. 454.
（48）　4, p. 23 ; 11, S. 196 ; 12, fol. 206a ; 13, S. 404, 431 ; 16, p. 109 ; 17, fol. Ciil.
（49）　10, fol. 20-22 ; 13, S. 404 ; 12, fol. 206a f. ; 13, S. 431 ; 15, fol. 203a.
（50）　12, fol. 209a ; 19, p. 73 f.





















（53）　6, p. 26 ; 7, fol. 9-11 ; 9, S. 469 ; 10, fol. 76 ; 11, S. 196 f. ; 12, fol. 193a ; 13, S. 405 ; 16, p. 38 ; 17, fol. 
Eiil ; 18, S. 32 f. ; 19, p. 82, 93 ; 24, S. 452. なお，トリポリから上陸した 5も，その後ヤッファにて同様
の経験をしている。5, p. 133.
（54）　3, p. 89 ; 9, S. 469 ; 11, S. 196 f. ; 18, S. 32 f. 
（55）　6, p. 26 f. ; 12, fol. 193a ; 18, S. 32 f., 39 f. ; 19, p. 84.
（56）　5, p. 139 f. ; 6, p. 27 f. ; 11, S. 197 ; 17, fol. Eiir ; 24, S. 452 f.
（57）　5, p. 141 f. ; 7, fol. 11 ; 9, S. 469 ; 10, fol. 76-79, 90 f. ; 11, S. 199 ; 12, fol. 193b, 196b ; 16, p. 39 ; 18, S. 33, 
36.
（58）　9, S. 469 ; 24, S. 453.
（59）　17, fol. Eiiil-Eivr ; 19, p. 84 f., 89.
（60）　7, fol. 13 ; 9, S. 469 ; 12, fol. 193b ; 18, S. 35 ; 19, p. 84 f.
（61）　巡礼の阻害要素となるアラブ人などの盗賊・強盗の記述については次の通り。4, p. 20 ; 6, p. 95, 
134 ; 7, fol. 11 ; 9, S. 474 ; 10, fol. 76-79, 90 f., 200 f., 207, 300 f., 327, 334, 346 f., 355-361, 370-372, 378, 385-
393, 419 f., 445 f., 480 ; 11, S. 199, 201, 203, 208-210 ; 12, fol. 196a-197b, 199a, 200a-201a, 203b ; 13, S. 410, 
413, 418 ; 14, S. 426 ; 15, fol. 194a, 199a ; 16, p. 39 ; 17, fol. Eiiil-Eivr, Hiiil, Jiir, Livl, Miir f., Oil, Oivl-Pil, 
Qiiil ; 18, S. 33, 36, 87 ; 19, p. 84 f., 89, 161 ; 21, S. 73, 84-86, 91 ; 22, p. 97, 102 f., 109 f. ; 23, S. 438, 440. 一
方で，親切に接してくれたアラブ人に対する賛辞についての記述も，少ないながらある。21, S. 41, 
86 f. ; 22, p. 97 102 f. ; 23, S. 444. また，巡礼者を護衛する役人についての記述は次の通り。2, S. 752 f., 
754 f. ; 3, p. 90 ; 5, pp. 139-142, 256, 303, 312 f., 337 ; 6, pp. 26-28 ; 9, S. 469, 479 ; 10, fol. 76-79, 83 f., 95, 
413-416, 417 f., 419, 421, 426, 428, 438 f., 445 f., 451-454, 459, 481, 483 f. ; 11, S. 208-210 ; 12, fol. 196a, 197a, 
199a, 202a-203b ; 13, S. 413-415, 424 ; 16, p. 89, 98 f. ; 17, fol. Eil, Eiil, Fiil, Jiir, Liil, Niil, Siir, YiiIr, Zir f., 
Aaiiir ; 18, S. 33, 87 ; 20, p. 51 ; 21, S. 30 f., 33 f., 70, 91 ; 22, p. 106, 23, S. 435, 443 ; 24, S. 453.
（62）　4, p. 27, 44 f. ; 10, fol. 401, 417 f., 445 f. ; 11, S. 208 f. ; 12, fol. 203a ; 13, S. 413 f. ; 19, p. 93 ; 21, S. 30 f.
























（64）　5, p. 145, 176 ; 6, p. 34 f., 44, 89 ; 7, fol. 15 f. ; 8, S. 510-512 ; 9, S. 470 ; 10, fol. 111, 122, 185-189, 297, 434 
f., 467 ; 11, S. 199 f., 201, 12, fol. 203b ; 13, S. 412, 414 f. ; 15, fol. 129a, 131b ; 16, p. 56, 59 f. ; 17, fol. Fiiil, 
Gil, Kivl ; 18, S. 43, 64 f., 68 f., 93, 97 ; 20, pp. 52-55 ; 21, S. 59, 62 ; 23, S. 438, 443 ; 24, S. 453 f.
（65）　5, p. 114 f. ; 10, fol. 111, 122, 185-189, 323, 398, 446, 458 f., 461, 474, 485 f., 497, 508 ; 11, S. 199 f. ; 12, fol. 
204a ; 13, S. 406, 408, 411 ; 16, p. 77, 94-96, 101 ; 17, fol. Givl, Mir, Qivr ; 18, S. 64 f. ; 19, p. 93 ; 20, pp. 
52-55, 79 f. ; 21, S. 20 f., 46, 51, 59, 62, 92, 94.
（66）　10, fol. 126, 413-416.
（67）　10, fol. 283 f., 416.
（68）　10, fol. 244 f., 295.
（69）　10, fol. b.
（70）　23, S. 435.
（71）　2, S. 752 f.






























（77）　7, fol. fol. 54 ; 12, fol. 204a.
（78）　拙稿「後期十字軍再考（5）」225～227頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（6）」124～125頁。
（79）　1556年の出来事については，7, fol. 53-125 ; 8, S. 512 ; 9, S. 479-507，による。




























ては次の通り。5, p. 98, 438 f. ; 10, fol. 242, 457 f., 469, 498 ; 506 ; 19, p. 83. ポルトガル人の 5は，通行
許可書に記載される出身地を偽って巡礼を行っていた。5, p. 114 f., 312 f.
（83）　7, fol. 57-63.
（84）　9, S. 480.
（85）　7, fol. 64 f. 9は，保釈された巡礼者の数を 25人とする。9, S. 481.
（86）　7, fol. 66. 一方で，9はルター派のような「悪なるキリスト教徒」böse christenが諸悪の根源である
として怒りの矛先を向けている。9, S. 481 f.
（87）　7, fol. 74 f. なお，その前の 9月 15日，8がガーディアンと共に陣中見舞いにやって来ている。9, S. 
481.
（88）　7, fol. 81. 9によると 270ドゥカート。9, S. 483.
（89）　7, fol. 84-87.
（90）　7, fol. 87-113 ; 9, S. 485 f. なお彼らは，ダマスクスでヴェネツィア商人のバルトロメオから激励と
150ドゥカートの資金援助を得ている。 





























（93）　7, fol. 116-119 ; 9, S. 496-501.
（94）　9, S. 505.
（95）　9, S. 507.
（96）　11, S. 210 f.
（97）　12, fol. 204a. なお，この段階で 12は金銭を支払って問題を解決したようである。

























（99）　13, S. 425-430. なお，この事件については，「厄介者の巡礼者」が問題の一因になっている点でも
興味深い。このように問題を起こす巡礼者については，拙稿「厄介者」104～108頁，を参照された
い。
（100）　18, S. 98 f. なお，同年に聖地巡礼を行った 19もマルタ島に関する情報を聖地にて得たが，彼は他
の巡礼者とは行動を異にしていたようである。19, p. 180. また，やはり同年に聖地巡礼を行った 17
はシナイ山巡礼を目指してカイロに向かったため（カイロにて 21と合流），難を逃れたようである。
17, fol. Liil-Niil ; 21, S. 33-42.
（101）　18, S. 99 f ; 20, pp. 79-81.
（102）　18, S. 107-110 ; 20, p 84.
（103）　18, S. 110-114.
（104）　18, S. 114 ; 20, p. 86.
































（111）　なお外交使節の 23は，ヤッファにおいて奴隷とされた 26人の巡礼者を目撃している。23, S. 442.
（112）　4, p. 15, 23, 38, 57 ; 7, fol. 38 ; 9, S. 475 ; 10, fol. 255-262, 270, 276, 278, 296, 300, 309, 315, 338 f., 368, 
396, 436 ; 15, fol. 97a, 123a ; 16, p. 74 ; 17, fol. Oil ; 19, p. 112, 116 ; 21, S. 70, 72.なお，アブサロンに対す






















（113）　2, S. 754 f. ; 4, p. 9 f., 16, 32, 37, 42 f., 46, 50, 53, 58, 64, 71 ; 5, p. 212, 316 ; 6, p. 30 f., 44, 48, 65, 74, 98 
f. ; 7, fol. 12 f., 31 f., 35, 38, 41, 47, 50 ; 8, S. 510 ; 9, S. 469, 473, 474, 475 f., 486, 492 f. ; 10, fol. 140-144, 192, 
214, 223-225, 228-234, 246, 249, 279, 299, 318, 340, 437 ; 11, S. 201 ; 12, fol. 194a f., 202a ; 13, S. 409 f., 412, 
420 ; 15, fol. 189a ; 16, p. 63 f. ; 17, fol. Hil, Liiir, Miiir, Bbiir ; 18, S. 43, 84, 92, 95 ; 19, p. 11 f., 84 f., 105 f., 
109, 112, 117, 138 ; 20, p. 62 ; 21, S. 8, 10, 17, 23, 47, 57 f., 65, 70 f. ; 22, pp. 105-107 ; 23, S. 437, 441. 
（114）　4, p. 11 f., 26, 32 ; 6, p. 34, 45, 69 ; 10, fol. 138 ; 12, fol. 195b ; 19, p. 108, 111 ; 21, S. 100.
（115）　4, p. 71 ; 6, p. 30 f., 74, 98 f.
（116）　12, fol. 194b ; 15, fol. 134b.
（117）　2, S. 755 ; 4, p. 17, 27, 44 ; 5, p. 176 ; 6, p. 35, 44, 89 ; 7, fol. 15 f. ; 8, S. 510-512 ; 9, S. 470 ; 10, fol. 111, 
116, 132, 185-189, 122, 127, 297 ; 11, S. 199 f., 201 ; 13, S. 406 ; 15, fol. 129a, 131b ; 16, p. 59 f. ; 17, fol. 
Gil ; 18, S. 64 f., 68 f., 93 ; 19, p. 154 ; 20, p. 54 f. ; 21, S. 59, 62 ; 24, S. 453.
（118）　4, p. 45 ; 17, fol. Liil ; 19, p. 131 ; 20, p. 54 f.
（119）　1, S. 422 ; 18, S. 43 ; 19, p. 95 f. ただし，上述のようにトルコ人に対して好意的な見方をする 10の
み，この点について「我々の罪ゆえ」por nosson peccadosと記す。10, fol. 96.
（120）　4, pp. 21-27, 53. なお，エルサレムの城壁外での宿泊については，9, S. 478 ; 17, fol. Kiir f. にもみら
れる。
（121）　5, p. 147.












ドの弟子のように死にたいのか ?…私は嫌だ !」Voudrais-tu donc mourir comme un disciple 














（124）　12, fol. 196a ; 19, p. 130 f.
（125）　11, S. 203 ; 18, S. 78.
（126）　6, pp. 150-157 ; 10, fol. 138, 196, 265, 279, 297 ; 19, p. 114 f. ; 21, S. 96.
（127）　6, pp. 150-157 ; 10, fol. 168-173. 
（128）　19, p. 151 f.
（129）　15, fol. 175a f. ただし一方で，この記述の直前に，クルアーンで禁じられてるはずのワインを堂々
と飲んでいるトルコ人とムーア人は悪である，とも記している。15, fol. 172b-174b.
（130）　4, p. 15 ; 5, pp. 77-97 ; 6, 70, 139-142 ; 19, p. 23, 97-99, 137 ; 21, S. 38, 52-55, 63.なお，ほとんど感情
を織り交ぜることのない記述は次の通り。10, fol. 240, 249 f., 310, 431, 511 f. ; 12, fol. 196b, 204a ; 13, S. 
415, 421, 436 f. ; 15, fol. 134b ; 17, fol. Lil, Siir f., Tivl-Yiil, Yivl ; 19, p. 65, 94 ; 21, S. 15 ; 22, p. 84 ; 24, S. 
453. ただし，これらの記述でも概して主語が「トルコ人」となっている。
























る。5, p. 378 ; 19, p. 14, 21, 30. 他にルター派などのプロテスタントを批判しているのは，上記の 9を
除いては，10のみである。10, fol. 482.
（133）　拙稿「後期十字軍再考（7）」87～90頁。




（135）　1, S. 423 ; 12, fol. 194b f. ; 13, S. 406, 411 ; 24, S. 453. なお，恐らくは，1550年代から巡礼者の管理
名簿が作成されたのと同時に，聖墳墓の騎士の管理名簿も作成された。そして，Navis peregrinorum
が作成され始めたのと同時に，Regstrum Equitum SSmi Sepulchri D. N. J. C.も作成され始めた。両者は
同じ所で管理されており，従って，聖墳墓の騎士の管理名簿も当該時期において現存するのは，
1561年と 1562年の 2年間のみとなる。Piccirillo, M. （a cura di）, Regstrum Equitum SSmi Sepulchri D. N. J. 
C. （1561-1848）, Jerusalem/Milano, 2006, pp. 2-5.

























（137）　16, p. 84. なお，ごく簡素な記述に留まるのは次の通り。7, fol. 26 ; 14, S. 427 ; 17, fol. Kiil.
（138）　19, p. 148.
（139）　拙稿「後期十字軍再考（7）」90～92頁。
（140）　4, p. 29, 53 ; 6, p. 27, 39 ; 7, fol. 23 ; 8, S. 511 ; 9, S. 472 ; 12, fol. 193b ; 16, pp. 48-50 ; 18, S. 77 ; 19, p. 
125, 140, 158 ; 21, S. 59 f. もう一つの多く見られるトピックであるイングランド国王リチャード 1世
によるキプロス占領についても同様である。7 fol. 7 ; 9, S. 468 ; 10, fol. 66. なお，これら以外のトピッ
クとしては，4がヴェネツィアによるコンスタンティノープル占領について，17がエルサレムにあっ
た聖ヨハネ騎士修道会の本部跡について，19がヤッファを再建した聖王ルイについて触れているの
みである。4, p. 3 ; 17, fol. Givr f. ; 19, p. 82.
（141）　拙稿「後期十字軍再考（6）」128頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（7）」91頁。 

































（150）　15, fol. 11b-12b, 14a, 15b f., 17a, 18a, 19b, 24b, 26b, 27b, 30a, 33b, 34b, 46a, 66b, 86a, 149a-158a, 

















nostre terreまで来ているので「戦いに遅れるな」non tardar’ à prender la battagliaとも訴え
ている。上記のように，彼は聖地で出会った「トルコ人」を人として称賛してもおり，総
合的に考えると，その十字軍観は聖地の回復よりも，危機的状況にあるキリスト教世界の
防衛に重きが置かれていたと考えられるのである。
では最後に 6について見てみる。表 1の備考欄に記したように，そもそも彼の作品はロ
レーヌ公シャルル 3世の従妹ルイーズに捧げたものであり，その冒頭には彼女に宛てた書
簡が挿入されている。そこには次のようなことが書かれている。かつて聖地は「野蛮な」
barbareトルコ人とサラセン人の手と力で覆われていたが，ゴドフロワ・ド・ブイヨンが
回復した。ゴドフロワやボードワン 1世は，ルイーズの家系であるロレーヌ家出身である。
ただし，現状では聖地やその他のキリスト教徒の領域はトルコ人の支配下に置かれている。
しかし，聖地には教皇・神聖ローマ皇帝・フランス国王・スペイン国王・ヴェネツィアの
外交使節が多数いて様々な情報を集めており，今やフランス国王や他の国王・諸侯によっ
て聖地を回復することが可能な時期に来ている，と（155）。ここには，歴史と現状の融合，と
いうフランス人的な十字軍観を見ることができる（156）。その一方で，6は別の個所でも聖地
回復を全キリスト教徒に向けて強く呼びかけている。上記のように，フルク・ダンジュー
（153）　拙稿「後期十字軍再考（6）」131～132頁。
（154）　15, fol. 209a-211a.
（155）　6, pp. 2-9.
（156）　拙稿「後期十字軍再考（6）」130～131頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（7）」95～96頁。
831551年～ 1570年の聖地巡礼記に見るイスラーム観・ムスリム観・十字軍観
までの歴史を記した後に，その記述は聖地のフランチェスコ会士たちの置かれた現状，す
なわち彼らは異教徒から敬意を払われているものの多額の税を課されているために苦境に
立たされているという状況へと続き，そしてその後に聖地回復を呼びかける記述へと進む
のである（157）。このようなコンテクストで現れる聖地回復の希望が，1551年のシオン山占
拠という事件にも起因していることは明白である。
おわりに
1550年代以降に地中海情勢は悪化したが，ヴェネツィアとオスマン帝国支配下の聖地
とを結ぶ聖地巡礼のシステムは維持され続けた。加えて，ドイツ地域からやって来る巡礼
者数が再び増加したために，「聖地巡礼の黄金期」は終焉にまで至ることはなかった。し
かし，その地中海情勢の悪化に起因する形で，本稿の対象時期には二つの大きな出来事が
生ずることとなった。一つは，奴隷とされる巡礼者の増加であり，もう一つは 1551年の
オスマン帝国によるシオン山の占拠であった。このような新たに生じた出来事は，人とし
ても異教徒としても「トルコ人」に対する反感を，経験を通じて巡礼者たちの中で強める
こととなったが，それは同時に過去に生じた「十字軍」の過去化をより一層に促進するこ
ととなった。シオン山の占拠事件は，過去の「十字軍」とは切り離された形で，新たな聖
地回復や来るべき「十字軍」に対する強い希望へと繋がることとなった。また，断片的で
はあるが，フランス人巡礼者の記述の中に，フランス地域で伝統的な形の十字軍観を確認
することもできた。しかし一方で，「トルコ人」の奴隷とされた経験がそれらに繋がった
痕跡は確認されなかった。
本稿での分析結果を簡単にまとめると以上のようになるであろう。本稿で対象とした聖
地巡礼記を見る限りにおいてではあるが，奴隷とされた者はドイツ地域出身者が多く，「十
字軍」の希望を訴える者は，いずれもカトリック圏内の教会人である。このような傾向が，
果たして地域差等に起因するのか否か，判断を下すにはもう少しサンプルが必要である。
1571年に起こったレパントの海戦がどのような影響をもたらすことになったのかという
ことと併せて，この点については次稿にて確認したい。
（本稿は，2015年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 C）による研究成果の一部
である。）
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